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令和６年能登半島地震

１月２月

健康福祉センター「サンテ」
リニューアル

折り紙で作った電車の最多展示数
ギネス世界記 TM 更新 ３月

北陸新幹線・IR いしかわ鉄道
県内全線開業

子ども宇宙科学室
リニューアル

４月

能美シーサイドプレイパーク開設

５月頑張ろう！いしかわの伝統工芸
第 115 回九谷茶碗まつり

６月
７月

市民、商工会青年部、消防団、
市内中学生、PTA、市民団体

などがイルミネーションを準備

能登の復旧・復興を祈念する
イルミネーション

９月

KAM能美市九谷焼美術館｜体験館｜
リニューアル

シナモロール　素地デビュー

第 41 回辰口まつり
～能登の復旧・復興を応援～

10 月のみふる古墳まつり
×

防災フェスタ 2024

　2025 年２月１日で能美市は誕生から 20 周年を迎えます。節目の年を祝福し感謝し合い、新たなスタートを切るとと

もに、市の魅力を再発見できる年にしましょう。

5 4

記念演奏
海上自衛隊舞鶴音楽隊

詳しくは、本紙裏表紙

をご覧ください。

能美市史
刊行

能美電
開通 100 年・廃線 45 年

健康ロード
リニューアル

記念給食

このほかにも 20 周年を記念するさまざまな催しを

予定しています。

能美市 PRCM 第２弾完成

７月

第 61 回根上り七夕まつり
～能登の復旧・復興を応援～

８月

学校給食センター増設特
　

集

９月

動画はこちら



問い合わせ　企画地域振興課（☎ 58‐2212 kikaku@city.nomi.lg.jp）

　運行業務は、ご自身の自家用車と空き時間を

活用して、無理なく運行できます。地域に貢献

でき、地元の人とあたたかな交流がやりがいに

なります。

　運行に対する謝金を１回あたり数百円程度で

検討していますが、ドライバー説明会に応募い

ただいた方々にもアンケートを実施し、その結

果や運行に係る収支バランスも考慮しながら決

定していきます。

ドライバードライバー

募集募集

公共ライドシェア

ドライバー説明会ドライバー説明会

日程日程

１月 24 日１月 24 日（金）（金）19 時～ 20 時 30 分19 時～ 20 時 30 分

１月 25 日１月 25 日（土）（土）10 時～ 11 時 30 分10 時～ 11 時 30 分

第１回

第２回

応募資格

①令和７年３月１日時点で、年齢が 21 歳以上の人

②普通自動車運転免許取得後３年以上経過しており、

  過去２年以内に免停履歴がない人

③任意保険（対人対物無制限、同乗者への補償が

  3,000 万円以上）に加入している人

④スマートフォンまたはタブレットをお持ちの人

⑤心身ともに健康な人

⑥月に３日以上、運行業務に携わる意欲がある人

⑦指定の講座を受講し、修了できる人

⑧関係法令を遵守し、安全運転に努める人

⑨反社会的勢力に関係していない人

会場会場

国造Ｃ国造ＣＣＣ

募集期間募集期間

１月 13 日１月 13 日（月・祝）（月・祝）までまで

活動内容について詳しくご説明します。
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車
を
持
っ
て
い
な
く
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

　

能
美
市
で
は
、
市
民
が
車
を
持
っ
て
い
な
く
て
も

行
き
た
い
場
所
へ
行
け
る
よ
う
に
、
全
区
間
１
０
０

円
で
利
用
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
の
み
バ
ス
」

の
運
行
や
タ
ク
シ
ー
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、高
齢
化
が
進
む
中
で
、高
齢
者
か
ら
「
の

み
バ
ス
を
利
用
し
た
く
て
も
、
バ
ス
停
ま
で
歩
い
て

行
け
な
い
」「
の
み
バ
ス
を
降
り
て
か
ら
、
買
い
物

し
た
荷
物
を
持
っ
て
歩
け
な
い
」「
タ
ク
シ
ー
を
呼

ん
で
も
来
て
も
ら
え
な
い
と
き
が
あ
る
」
と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
方
々
が
、
日
常
生
活
に
必
要
な
買
い
物

や
通
院
、
入
浴
な
ど
の
施
設
に
安
心
し
て
行
き
来
で

き
る
よ
う
、
新
た
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

近
年
、
バ
ス
の
運
転
手
不
足
を
理
由
に
廃
止
さ
れ

る
バ
ス
路
線
が
増
え
て
い
ま
す
。
の
み
バ
ス
も
例
外

　

こ
う
し
た
課
題
へ
の
解
決
策
と
し
て
全
国
各
地
で

導
入
さ
れ
始
め
て
い
る
の
が
、
地
域
の
自
家
用
車
を

活
用
し
て
有
償
運
送
を
提
供
す
る
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
で
す
。

　

能
美
市
で
も
「
の
み
バ
ス
」
を
補
完
す
る
新
た
な

移
動
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
利
用
者
の
自
宅
付
近
の
停

留
所
と
目
的
地
を
結
ぶ
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
に
近
い

自
家
用
車
の
相
乗
り
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
あ
た
っ
て
は
、
い
か
に

市
民
ド
ラ
イ
バ
ー
の
数
を
多
く
確
保
で
き
る
か
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
市
民
の
皆
さ
ん
の
ド
ラ
イ
バ
ー
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
説
明
会
で
詳
し
く
ご
説
明

い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

(
７
ペ
ー
ジ
に
記
載
)

公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
導
入
へ

高
齢
に
伴
う
新
た
な
移
動
ニ
ー
ズ

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
会
社
は

　
　
　
　
　
　
　

運
転
手
不
足

市
民
力
を
結
集
し
た

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
運
行
を
目
指
す

モデル地区モデル地区
国造地区周辺エリア運行範囲国造地区周辺エリア運行範囲

移動範囲は

右記対象地区から辰口福祉会館周辺の各施設

　料金や利用方法など詳しくは、２月ごろに対象の町

会での説明会や市ホームページなどでお知らせします。

対象範囲を超える場所への移動は、「のみバス」をご利

用ください。

仏大寺 鍋谷 坪野 金剛寺 舘

寺畠 和気 下徳山 上徳山 湯屋

辰口福祉会館周辺の各施設

公共ライドシェアとは
　公共ライドシェアは自家用車を活用した新しい公共交通サービスの形です。自
宅からおでかけする市民のマイカーに、同じ方面へ移動したい人が相乗りする、
助け合いの気持ちが土台にある仕組みです。利用される方は、事前に専用のアプ
リや電話で予約し、最寄りの乗車場所から目的地へ向かいます。ドライバーの方

には専用アプリに、利用者が予約した乗降場所など運行に必要な情報が
届きます。
　安全のためのドライバー講習や保険を完備し、きちんと運行管理をし
ながら運行する法律に基づいたサービスです。

？

　

今
年
度
は
、
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
高
齢
化
率
が
比

較
的
高
い
国
造
地
区
周
辺
エ
リ
ア
に
導
入
を
計
画
し

て
お
り
、
３
月
に
運
行
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
、
モ
デ
ル
地
区
で
の
利
用
者
の
声
な
ど
を

も
と
に
、
サ
ー
ビ
ス
の
検
証
と
改
善
を
行
い
な
が
ら
、

数
年
を
か
け
て
段
階
的
に
市
内
全
域
に
広
げ
て
い
く

予
定
で
す
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　
　
　

段
階
的
に
市
内
全
域
へ

で
は
な
く
、
運
行
会
社
か
ら
は
近
い
将
来
、
運
転
手

が
確
保
で
き
な
く
な
り
、
現
行
の
運
行
ダ
イ
ヤ
を
維

持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

運
転
手
不
足
は
タ
ク
シ
ー
会
社
も
同
様
で
、
公
共

交
通
事
業
者
は
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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モデル地区から
スタート！

買い物・通院など

辰口福祉会館辰口福祉会館

第１回

第２回
※当日参加もできますが、なる

べく事前にお申し込みください

※お電話でも受付しています。

活動内容は

こちらから確認

申し込みはこちら

モデル地区周辺・モデル地区周辺・
そのほかのエリアの方も活躍できます！そのほかのエリアの方も活躍できます！

市民ドライバーが市民ドライバーが
運転するので安心運転するので安心
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「彩
さいしょく

色金
きんらん

襴飲
いんちゅう

中八
はっせん

仙図
ず

陶
とうばん

板」・「色
いろ

絵
え

花
か

鳥
ちょう

絵
え

替
がわり

皿
ざら

」

二代末
すえかわせんざん

川泉山作品２件を市文化財に指定

11
月
25
日
、
市
教
育
委
員
会
は
、

市
文
化
財
保
護
審
議
会
か
ら
の
答
申

を
受
け
、
二
代
末
川
泉
山
作
の
「
彩

色
金
襴
飲
中
八
仙
図
陶
板
」
と
「
色

絵
花
鳥
絵
替
皿
」
の
２
件
を
市
文
化

財
に
指
定
し
ま
し
た
。

Hot
news
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主
な
で
き
ご
と

主
な
で
き
ご
と

　

二
代
末
川
泉
山
は
明
治
30
年
に
寺
井
町

に
生
ま
れ
、
初
代
か
ら
庄
三
風
と
呼
ば
れ

る
彩
色
金
襴
手
の
技
法
を
学
び
ま
し
た
。

花
鳥
画
を
得
意
と
し
、
人
物
画
、
山
水
画

も
巧
み
で
、
画
力
は
一
流
画
家
を
も
凌
ぐ

と
評
さ
れ
ま
す
。

　

「
彩
色
金
襴
飲
中
八
仙
図
陶
板
」
は
唐

の
詩
人
杜と

ほ甫
が
詠
ん
だ
「
飲
中
八
仙
歌
」

を
描
い
た
丸
陶
板
で
、
洋
間
に
飾
ら
れ
る

こ
と
を
想
定
し
縦
71
セ
ン
チ
、
横
77
セ
ン

チ
の
額
に
額
装
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
色
絵
花
鳥
絵
替
皿
」
は
口
径
約
25
セ
ン

チ
、
高
さ
５
セ
ン
チ
の
平
鉢
形
の
皿
15
枚
と
、

口
径
26
セ
ン
チ
、
高
さ
１
セ
ン
チ
の
洋
食
器

風
の
皿
５
枚
の
合
わ
せ
て
20
枚
が
一
括
で
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
二
代
末
川
泉
山
の
卓
越
し
た
画
力

が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
生
活
様
式
の
洋
式
化
に
伴
う
九
谷
焼

の
変
革
期
を
と
ら
え
た
資
料
的
価
値
の
高
い
も

の
で
す
。

山
本
政
博
さ
ん
が
卓
越
し
た
技
能
者
で
表
彰

金
沢
城
の
屋
根
復
元
「
鉛
鬼
修
復
技
能
」
を
評
価

12
月
10
日
、
山
本
政
博

さ
ん
(
大
成
町
)
が
市
役

所
を
訪
れ
、
卓
越
し
た
技

能
者
(
現
代
の
名
工
)
の

表
彰
の
受
賞
を
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
金
属
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
、
建
築
、

販
売
、
情
報
通
信
、
機
械

運
転
技
術
な
ど
で
卓
越
し

た
技
術
を
有
す
る
人
に
贈

ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

山
本
さ
ん
は
金
沢
城
の

屋
根
な
ど
に
用
い
ら
れ
る

鉛
製
の
瓦
の
加
工
技
術
「
鉛

鬼
修
復
技
能
」
を
評
価
さ

れ
ま
し
た
。
鉛
の
板
を
厚

さ
が
一
定
に
な
る
よ
う
加

竹
本
さ
ん
が
大
日
本
農
会
農
事
功
績
表
彰
を
受
章

地
域
農
業
の
発
展
に
尽
力
し
親
子
２
代
続
け
て
受
章

11
月
25
日
、
竹
本
敏
晴

さ
ん
(
牛
島
町
)
が
市
役

所
を
訪
れ
、
大
日
本
農
会

農
事
功
績
表
彰
(
緑
白
綬

有
功
章
)
の
受
章
を
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
農
業
改
良

を
奨
励
し
、
顕
著
な
功
績

を
あ
げ
、
地
域
農
業
の
発

展
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

立
派
な
経
営
を
築
い
て
い

る
農
業
者
の
方
々
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
す
。
(
公
社
)

大
日
本
農
会
が
、
総
裁
を

務
め
る
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下

の
御
名
を
も
っ
て
授
与
す

る
も
の
で
す
。

　

竹
本
さ
ん
は
現
在
も
、

竹本さん

水
稲
・
大
麦
・
大
豆
を
約

60
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
耕
作
す

る
㈲
た
け
も
と
農
場
の
相

談
役
と
し
て
会
社
を
支
え

て
い
ま
す
。
亡
父
・
平
一

さ
ん
も
同
表
彰
を
受
章
さ

れ
て
お
り
「
親
子
２
代
続
け

て
の
受
章
を
嬉
し
く
思
う
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
へ
貢
献

で
き
る
よ
う
精
進
し
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
20
日
、
海
運
ク
ラ

ブ
(
東
京
都
)
で
第
47
回

林
道
維
持
管
理
コ
ン
ク
ー

ル
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、

市
が
管
理
す
る
林
道
長
寺

線
(
長
滝
町
と
金
剛
寺
町

を
結
ぶ
林
道
)
が
日
本
林

道
協
会
長
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
森
林
の
整

備
、
利
用
と
山
村
の
活
性

化
に
寄
与
す
る
林
道
の
維

林
道
維
持
管
理
コ
ン
ク
ー
ル
日
本
林
道
協
会
長
賞
受
賞

森
林
整
備
や
山
村
の
活
性
化
に
寄
与

持
管
理
状
況
の
優
秀
な
路

線
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る

も
の
で
す
。
林
道
長
寺
線

は
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や

山
内
さ
ん
(
右
)、
西
谷
さ
ん

統
計
調
査
員
２
名
が
県
統
計
功
労
者
表
彰

長
年
の
ご
協
力
に
感
謝

12
月
５
日
、
市
役
所
で

令
和
６
年
度
石
川
県
統
計

功
労
者
表
彰
受
賞
報
告
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
豊
富
な
経

験
に
基
づ
く
、
迅
速
で
正

確
な
調
査
や
統
計
の
向
上

と
普
及
に
寄
与
し
た
実
績

を
評
価
す
る
も
の
で
す
。

　

石
川
県
知
事
表
彰
を
受
け

ら
れ
た
山や

ま
う
ち内

千ち

之ゆ
き

さ
ん
(
岩

内
町
)
と
西に

し
た
に谷

直な
お

美み

さ
ん
(
末

信
町
)
の
お
二
人
は
、
長
年

に
わ
た
り
各
種
統
計
調
査
に

従
事
さ
れ
、
調
査
実
施
に
多

大
な
貢
献
を
い
た
だ
い
て
い

市民と市政の歩み
まちづくり・市民の活躍

彩色金襴飲中八仙図陶板

工
す
る
技
能
に
す
ぐ
れ
て

お
り
、
歴
史
的
建
造
物
の

修
復
・
復
元
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。

除
草
に
よ
る
維
持
管
理
を

評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ま
す
。

林道長寺線

山
本
さ
ん

色絵花鳥絵替皿


